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３月１２日（水）秋田県へ２０２５春季生活闘争に関わる要請行動を行った。小川会長はあいさつで、

「今次春季生活闘争における意義と基本スタンスである、『人への投資』をさらに加速させることが、

秋田県全体の生産性を引き上げ、成長と分配の好循環の実現につながるとの思いである。ぜひ、前向

きな検討をお願いしたい」と述べた。要請では、「未来づくり春闘」による勤労県民の処遇改善や「す

べての労働者の立場にたった働き方改革」の実現、ジェンダー平等・多様性の推進、学校における働

き方改革、プラットフォームの強化等、５項目２３点の要請を行い、４月末までの回答を求めた。     

佐竹県知事からは「世界的には価格転嫁が行われ、賃上げにつながっている。産業構造の転換、業務

のＩＴ化などで生産性を向上させる必要がある。最低賃金は目標を高く設定し、努力している企業へ

行政が支援するなど、価格転嫁・賃上げに向けて取り組みを進める」との見解を得た。その後、要請

について更に具体的な意見交換を行った。 

３月５日（水）には、秋田県経済５団体（秋田県商工会議所連合会、秋田県商工会連合会、秋田県

中小企業団体中央会、秋田経済同友会、秋田県経営者協会）へ５項目１９点の要請を行った。 

また、３月１４日（金） 秋田労働局へ４項目１７点の要請を行い、春季生活闘争期の政策要請へ

の対応を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

春闘ニュース



日(土) 
令和 7 年 

４月 

その他、各地域協議会・地区連絡会の主催により、大館市、能代

市、男鹿市、由利本荘市、大仙市、横手市、湯沢市の会場で開催予

定しています。詳細は、メーデーマップをご覧ください。 

 

 

 

 

３月１１日（火）秋田市役所分館前において、秋田県公務労協主催の「２０２５春闘勝利！秋田県公

務労協総決起集会」が開催され、組合員１６６名が参加した。公務労協・髙橋代表はあいさつで「私

たち公務労協に結集する公務労働者も２０２５春季生活闘争に参加し、民間の組合を支援していく。

官民を越えた連携の強化をお願いしたい」と述べた。その後、来賓の小川会長は「秋田に賃上げを波

及させるためには、適切な価格転嫁や適正取引を社会に浸透させていかなければならない。物価を上

回る賃上げを実現するために全構成組織が一丸となって、２０２５春季生活闘争を闘おう」とあいさ

つした。その後、私鉄総連・千葉委員長からの連帯のあいさつ、自治労秋田県本部・山岡書記次長か

らの決意表明などが行われ、水木代表の団結ガンバローで集会を締めくくった。 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

官民を越えた連携を！


